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特例有限会社
　平成18年５月に予定されている新会社法の施行に

併せて有限会社法が廃止され、新規の有限会社は設立

できなくなる。既存の有限会社については、株式会社

への組織変更手続きを行わない限り、「特例有限会社」

へと自動的に移行することになる。

　これは、現行の有限会社を存続させるための経過措

置として設けられる制度で、有限会社という名称を

使ってはいるものの、新会社法の規定上はあくまでも

株式会社。特例有限会社は、有限会社と株式会社のメ

リットが並存する会社形態となり、例えば、取締役の

任期は無期限で、決算公告義務もなく、登記上の商号

はもちろん目的や本店所在地はそのまま存続される。

　一方、定款については、「社員」は「株主」、「出資○

○口」は「株式○○株」と読み替えられることにな

る。

　また、特例有限会社は、現行の有限会社制度が一部

変更され、新たに、社員数の上限（50人）がなくなり、

授権資本枠の設定、株式の公募発行、社債の発行がそ

れぞれ可能となるなど、株式会社の特徴を兼ね備える

ものとなっている。

　尚、特例有限会社に移行せず、株式会社に組織変更

した場合でも、現行の有限会社に配慮した制度が適用

される場合もあるので、特例有限会社と株式会社のど

ちらを選択するかは、経営者の会社運営に対する考え

方に委ねられている。
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十
月
十
二
日
〜
十
四
日
の
三
日
間
に

わ
た
り
、
吾
妻
郡
吾
妻
町
・
国
民
宿
舎

榛
名
吾
妻
荘
に
お
い
て
、「
中
堅
リ
ー

ダ
ー
研
修
」
を
開
催
し
た
。

　

企
業
業
績
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い

く
に
は
、
経
営
と
現
場
を
知
る
中
堅
管

理
・
監
督
者
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
当
研
修
は
、

そ
う
し
た
企
業
の
要
と
な
る
中
堅
管

理
・
監
督
者
を
対
象
に
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
自
覚
を
促
し
、
適
切
な
職
場
管

理
手
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

に
、
二
泊
三
日
の
合
宿
研
修
と
し
て
毎

年
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
三
十
九
回

目
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

研
修
で
は
、
経
営
教
育
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
雨
宮
利
春
氏
を
指
導
者
に
、

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
理

論
の
理
解
と
実
践
」
を
テ
ー
マ
に
様
々

な
講
義
が
進
め
ら
れ
、
体
験
学
習
を
取

り
入
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
人
材
育

成
法
な
ど
の
研
修
と
と
も
に
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
ス
キ
ル
の
養
成
を
目
的
に
、
財

務
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
な

ど
に
つ
い
て
も
解
説
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
研
修
に
は
、
二
十
三
社
よ
り

三
十
五
名
が
参
加
。
全
員
が
積
極
的
に

課
題
に
取
り
組
み
、
最
終
日
の
閉
講
式

で
は
、
本
会
高
橋
専
務
理
事
よ
り
、
全

員
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　

十
月
三
日
、
前
橋
市
・
マ
ー
キ
ュ

リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
新
会
社
法

と
中
小
企
業
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

当
日
の
講
師
は
、
金
融
庁
で
新
会
社

法
の
制
定
を
審
議
す
る
当
時
の
法
制
審

議
会
を
担
当
し
た
弁
護
士
の
児
島
幸
良

氏
。
同
氏
は
、
来
年
五
月
頃
に
施
行
が

予
定
さ
れ
て
い
る
同
法
に
つ
い
て
、「
内

容
的
に
は
有
限
会
社
の
廃
止
と
株
式
会

社
へ
の
統
合
、
機
関
設
計
の
柔
軟
化
、

事
業
承
継
に
活
用
で
き
る
株
式
制
度
の

拡
充
、
会
計
参
与
制
度
の
新
設
、
の
四

つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
」
と
し
、
こ
れ

ら
の
見
直
し
に
よ
っ
て
中
小
企
業
経
営

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
で
て
く
る
か
に

つ
い
て
、『
よ
く
わ
か
る
中
小
企
業
の

た
め
の
新
会
社
法　

問　

答
』（
中
小
企

33

33

業
庁
作
成
）
を
参
考
に
、
次
の
四
点
か

ら
解
説
を
行
っ
た
。

①
株
式
会
社
を
ス
リ
ム
に
し
た
い
。

②
株
式
発
行
の
工
夫
に
よ
り
、
円
滑
に

事
業
を
承
継
し
た
い
。

③
決
算
書
の
信
頼
性
を
向
上
さ
せ
た
い
。

④
有
限
会
社
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

　

同
氏
は
、「
こ
れ
ま
で
株
式
会
社
に

は
厳
格
な
機
関
設
計
が
あ
っ
た
が
、
新

法
施
行
に
よ
り
企
業
の
実
態
に
合
わ
せ

た
機
関
設
計
が
あ
る
程
度
自
由
に
な

る
。
ま
た
、
全
て
の
株
式
で
な
く
一
部

の
株
式
に
つ
い
て
譲
渡
制
限
す
る
こ
と

が
で
き
る
な
ど
、
柔
軟
な
制
度
設
計
が

可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、
会
計
参
与

は
、
取
締
役
と
共
同
し
計
算
書
類
の
作

成
・
説
明
・
開
示
等
を
行
う
内
部
機
関

で
、
税
理
士
・
公
認
会
計
士
等
の
専
門

家
か
ら
な
り
、
決
算
書
の
信
頼
性
の
向

上
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」

と
解
説
。

　

そ
の
た
め
、
施
行
に
合
わ
せ「
社
内

に
一
人
だ
け
で
よ
い
か
ら
新
会
社
法
の

担
当
者
を
置
き
、
何
が
活
用
で
き
る
か

を
検
討
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
」
と
結
ん
だ
。

新
会
社
法
へ
の
対
応
策
等
に
つ
い
て
研
修

中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
開
催

指導する雨宮氏

講演する児島氏
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十
月
十
八
日
、
前
橋
市
・
マ
ー
キ
ュ

リ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
情
報
連
絡

員
全
体
会
議
」
を
開
催
し
た
。

　

情
報
連
絡
員
は
全
国
で
約
三
千
人
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
本
県
で
は
地
区
・

業
種
等
を
代
表
す
る
組
合
の
役
職
員
五

十
六
名
に
委
嘱
し
て
い
る
。
連
絡
員
に

は
毎
月
、
各
業
界
の
景
況
等
に
関
す
る

情
報
や
問
題
点
を
収
集
・
提
供
し
て
も

ら
っ
て
お
り
、
本
会
は
そ
れ
を
集
計
し

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
情
報
は
全
国
中
央
会
に
お
い
て

も
全
国
集
計
さ
れ
、
中
小
企
業
施
策
の

基
礎
資
料
等
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

当
会
議
は
、
連
絡
員
が
一
堂
に
会
す

連
絡
会
議
と
し
て
半
期
毎
に
開
催
し
て

い
る
。
当
日
は
、
全
国
中
小
企
業
団
体

中
央
会
企
画
部
長
の
橋
本
一
美
氏
が
、

「
中
小
企
業
組
合
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
」

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
現
在
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
中
小
企
業
組
合
制
度
の

見
直
し
に
関
す
る
最
新
の
情
報
や
政
府

系
金
融
機
関
改
革
に
関
す
る
動
向
に
つ

い
て
解
説
し
た
。
特
に
橋
本
氏
は
、
中

小
企
業
組
合
の
役
割
の
大
き
さ
と
、
今

後
も
組
合
活
動
の
円
滑
な
展
開
が
図
れ

る
よ
う
、
中
小
企
業
政
策
審
議
会
等
を

通
じ
て
積
極
的
な
意
見
・
要
望
を
続
け

て
い
る
こ
と
を
強
調
。
ま
た
、
商
工
中

金
に
つ
い
て
は
、
存
続
を
求
め
国
会
議

員
等
へ
の
陳
情
活
動
等
を
行
っ
て
い
る

旨
報
告
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
県
内
景
況
等

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
意
見
交
換
で
は
、
長
引
く
原

油
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
厳
し
い
経
営

を
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
な
ど
、
各
業

界
の
業
況
が
報
告
さ
れ
た
。

　

十
月
二
十
一
日
、
六
十
五
歳
雇
用
導

入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
一
環
と
し

て
、
当
事
業
の
専
門
家
委
員
等
に
よ
る

先
進
企
業
視
察
を
行
っ
た
。

　

視
察
で
訪
れ
た
の
は
、
新
潟
県
長
岡

市
に
あ
る
オ
ー
エ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ（
株
）。
同
社
は
、
親
会
社
で
あ
る

（
株
）オ
ー
エ
ム
製
作
所
の
高
年
齢
技
術

者
の
受
け
皿
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
に

発
足
し
、
工
作
機
械
の
修
理
や
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
親
会
社
の
仕
事

を
補
完
す
る
業
務
を
中
心
に
発
展
し
て

き
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
四
年
に
親
会

社
が
長
岡
工
場
の
機
械
加
工
部
門
を
分

社
化
す
る
の
に
伴
い
、
そ
の
機
械
設
備

等
を
引
き
受
け
た
の
を
機
に
外
販
営
業

に
も
力
を
注
ぎ
、
特
に
大
型
機
の
機
械

加
工
や
修
理
な
ど
へ
の
積
極
的
な
展
開

を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
十
五
年

度
に
は
、
不
採
算
部
門
を
黒
字
部
門
に

転
換
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、

外
販
実
績
は
全
体
の
三
割
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

分
社
化
当
時
の
主
な
職
場
改
善
策
と

し
て
、
①
定
年
年
齢
の
六
十
五
歳
へ
の

延
長
、
②
技
の
伝
承
を
よ
り
促
進
す
る

た
め
、「
匠
」
と
呼
ば
れ
る
高
年
齢
従
業

員
と
若
年
者
と
の
ペ
ア
作
業
の
推
進
、

③
年
金
と
の
併
用
で
六
十
歳
時
の
賃
金

を
確
保
、
④
六
十
歳
以
降
も
中
退
共
掛

け
金
を
会
社
で
負
担
、
⑤
家
庭
の
事
情

で
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
が
難
し
い
場
合

は
、「
一
人
親
方
制
度
」
を
導
入
し
て
六

十
歳
以
上
の
高
年
齢
従
業
員
の
雇
用
を

確
保
、
な
ど
様
々
な
工
夫
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
そ
の
後
の
工
場
見
学
と
と

も
に
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

情
報
連
絡
員
全
体
会
議
を
開
催

匠
の
技
を
活
か
す
高
年
齢
者
雇
用
の
現
場
を
視
察
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■
人
生
は
マ
ラ
ソ
ン

　

大
学
の
交
換
留
学
生
と
し
て
来
日
し

た
の
が
縁
で
、
九
十
三
年
五
輪
組
織
委

員
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
長
野
へ
。
翌

年
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
が
調
和

す
る
面
白
さ
に
ひ
か
れ
て
栗
菓
子
の
老

舗
・
小
布
施
堂
に
就
職
し
た
。

　

人
の
三
倍
は
頑
張
っ
た
。
入
社
当
初

か
ら
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
よ
り
良
く

な
る
と
思
っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
ど
ん

ど
ん
口
を
出
し
た
。
そ
の
た
め
、

時
々
、
社
長
と
も
対
立
し
た
。
意
見
を

出
し
合
う
と
そ
こ
に
は
摩
擦
が
生
じ
る

が
、
こ
れ
が
新
た
な
可
能
性
を
生
み
出

す
源
で
あ
る
。
何
を
や
る
に
し
て
も
、

や
り
始
め
た
人
間
に
は
風
当
た
り
が
強

く
、
斬
新
な
考
え
は
直
ぐ
に
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
が
、
提
案
を
拒
否

さ
れ
た
時
に
は
、
も
う
一
度
考
え
る

チ
ャ
ン
ス
が
出
来
た
と
考
え
、
取
り
組

み
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
最
初

は
上
手
く
い
か
な
く
と
も
、
現
在
の
努

力
は
将
来
に
つ
な
が
る
。
目
先
の
利
益

よ
り
も
将
来
の
評
価
を
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
壁
に
ぶ
つ
か
れ
ば
、
少
し

距
離
を
お
い
て
か
ら
も
う
一
度
や
る
、

や
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

人
生
を
マ
ラ
ソ
ン
に
例
え
る
な
ら

ば
、
走
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
疲
れ
て
休

む
と
き
も
あ
る
。
休
ん
で
も
後
で
復
活

す
れ
ば
よ
い
。

　

更
に
、
夢
・
目
標
を
持
っ
た
な
ら
ば
、

そ
れ
に
伴
う
責
任
を
自
覚
し
、
先
ず
、

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
事
。
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
す
る
時
と
い
う
の
は
、

意
見
を
出
し
、
考
え
合
い
、
波
を
起
こ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先

輩
・
後
輩
が
意
見
を
ぶ
つ
け
合
う
こ
と

は
、
良
い
も
の
を
創
り
出
す
重
要
な
プ

ロ
セ
ス
で
あ
り
、
万
全
の
対
策
を
練
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

■
新
事
業
・
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

　
『
造
り
酒
屋
は
敷
居
が
高
い
』と
言
わ

れ
る
が
、
昔
は
文
化
人
が
集
ま
る
一
種

の
文
化
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
。

　

桝
一
で
は
、
古
い
酒
蔵
を
文
化
財
と

し
て
残
す
の
で
は
な
く
、
屋
根
や
梁
等

を
昔
の
姿
で
活
か
し
た
ま
ま
、
昔
な
が

～長野県小布施町にセーラ・マリ・カミングスさんを訪ねて～

組合女子職員研修会

ら
の
寄
り
付
き
料
理
を
提
供
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン「
蔵
部
」
に
改
装
、
復
活
し
た
。

　
「
蔵
部
」の
開
業
と
平
行
し
て
新
し
い

酒
も
開
発
し
た
。桝
一
の「
�
」と
い
う

印
判
は
、
英
語
で
は
「
ス
ク
ウ
ェ
ア
・

ワ
ン
」（
原
点
・
振
り
出
し
の
意
味
）
と

読
み
、
江
戸
時
代
の
も
の
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
現
代
に
も
通
じ
る
非
常
に
お

洒
落
な
名
前
で
あ
る
た
め
、
新
し
く
開

発
し
た
日
本
酒
に
名
付
け
た
。
同
時
に

再
利
用
し
た
く
な
る
様
な
瓶
を
作
り
、

通
い
瓶
制
度
も
復
活
さ
せ
た
。
ま
た
、

伝統文化を活かした　　
　　地域・企業の活性化

　

九
月
二
十
七
日
、
恒
例
の
「
組
合
女
子
職
員
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　

今
年
は
、
長
野
県
小
布
施
町
を
訪
問
。
伝
統
文
化
を
活
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
等
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
に
力
を
注
ぐ
セ
ー
ラ
・
マ
リ
・
カ
ミ
ン

グ
ス
さ
ん
に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

� ������

� ������
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コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
付
加

価
値
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
五
十
年
ぶ
り
に
桶
仕
込
み

の
日
本
酒
も
開
発
し
た
。

　

一
方
、
毎
月
ゾ
ロ
目
の
日
に
「
小
布

施
ッ
シ
ョ
ン
（O

busession

 
         
）」
と
呼
ぶ

地
域
の
会
合
を
開
催
し
て
い
る
。
採
算

は
取
れ
て
い
な
い
が
、
地
域
の
若
者
を

育
成
す
る
こ
と
を
一
つ
の
目
的
に
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
活
動
し
て
い
る
。

　

伝
統
文
化
に
も
新
し
い
も
の
を
受
け

入
れ
て
い
か
な
か
れ
ば
な
ら
な
い
。
若

い
人
も
、地
元
に
興
味
・
誇
り
を
持
っ
て

頑
張
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
る
。
若
者
が
中
心
と
な
り
、
町
で
唯

一
藁
葺
き
工
法
を
知
る
職
人
の
手
助
け

を
受
け
つ
つ
、
地
区
内
の
古
い
家
屋
を

移
築
し
、
藁
葺
き
屋
根
を
復
活
さ
せ
て

い
る
。

■
地
域
に
誇
り
を
持
つ
事
が
大
切

　

全
て
が
完
璧
に
行
か
な
く
て
も
、
夢

を
持
ち
続
け
、
そ
れ
に
向
け
て
走
り
続

け
る
こ
と
、
自
分
の
地
域
に
誇
り
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
が
元
気

の
あ
る
街
を
生
む
。
十
年
、
二
十
年
先

ま
で
住
み
続
け
る
為
に
も
、
互
い
が
程

良
い
距
離
感
を
保
ち
つ
つ
、
見
守
り
合

う
社
会
に
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

セーラ・マリ・カミングスさん
米ペンシルベニア州出身。1994年㈱

小布施堂入社。96年利酒師認定。翌

年、㈱桝一市村酒造場の再構築に取

り組む。98年長野五輪の英国選手団

アシスタント・オリンピック・アタッ

シュに任命され、選手団の面倒を見、

ホスピタリティープログラムを企画・

運営。同年小布施堂、桝一市村酒造

場の取締役就任。2001年日経ウーマ

ン誌が選ぶ「ウーマン・オブ・ザ・イ

ヤー 2002」大賞受賞。2004年㈱文化

事業部を設立し、取締役に就任。

「小布施ッション」の由来
英語の「Obsession」（強い思い、こだわり）
を語源とする造語。
・小布施ッション[Obusession]
各界で先駆的な仕事をしている講師を招き、
知的で有効な情報交換を行った後に、おしゃ
れ、且つ気楽に、おいしい小布施の料理と酒
を楽しみながら、おもしろい出会いを重ねる
会。「Obsession」には「u」が入らないが、小布施
で使う「Obusession」には「u」が入る。この場合
「u」＝「you」、つまり「みなさん、あなたがた」が
必要という意味も含む。
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中
小
企
業
連
携
組
織
は
、
中
小
企

業
が
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
新
た

な
発
展
を
目
指
し
、
新
事
業
の
開
発

や
開
拓
に
取
り
組
む
の
を
強
力
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
自

ら
も
創
業
や
経
営
革
新
の
推
進
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
経
営

基
盤
の
弱
い
中
小
企
業
は
、
組
合
等

の
連
携
組
織
を
活
用
し
、
経
営
資
源

の
相
互
補
完
や
リ
ス
ク
の
分
散
を
図

り
、
連
携
の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮

し
て
、
経
営
の
強
化
に
努
め
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
す
。

■
群
馬
県
中
央
会
の
取
り
組
み

　

本
会
で
は
、
こ
う
し
た
統
一
的
な
活

動
目
標
を
踏
ま
え
、
関
係
諸
機
関
へ
の

積
極
的
な
働
き
か
け
や
新
た
な
組
織
化

の
推
進
を
は
じ
め
、
次
の
よ
う
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
連
携
組
織
に
関
す
る
広
報
活
動

②
連
携
組
織
推
進
活
動

③
組
合
事
務
局
体
制
の
充
実
強
化
の

推
進

④
中
央
会
未
加
入
連
携
組
織
等
の
加

入
促
進
活
動

⑤
中
小
企
業
施
策
の
周
知

　

中
央
会
で
は
、
毎
年
十
一
月
を
「
連
携
組
織
強
化
月
間
」

と
定
め
、
連
携
組
織
の
積
極
的
な
活
用
と
そ
の
強
化
に
よ

り
中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
全
国
的
な
統

一
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

� ������

� ������

進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

進
め
よ
う
！

　

個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅

性
と
魅
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
力
の

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携

　
　
　

中
小
企
業
連
携

　

月
は
連
携
組
織
強
化
月
間

11
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平
成
十
七
年
六
月
二
十
九
日
、
第
百

六
十
二
回
国
会
で
「
会
社
法
」（
以
下
、

「
新
会
社
法
」）
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

新
会
社
法
は
、
商
法
、
有
限
会
社
法
、

商
法
特
例
法
等
に
分
散
し
て
い
た
会
社

関
連
法
令
を
一
本
化
し
て
条
文
を
再
構

成
す
る
と
と
も
に
、
平
仮
名
口
語
体
表

記
と
し
て
、
体
系
的
で
分
か
り
や
す
い

法
律
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
会
社
法
で
は
、
中
小
企
業

に
関
連
す
る
部
分
も
大
幅
に
改
正
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
中
小
企
業
庁
で
は
、
特
に

中
小
企
業
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、「
よ

く
わ
か
る
中
小
企
業
の
た
め
の
新
会
社

法
三
十
三
問
三
十
三
答
」
を
発
行
し
、

制
度
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
中
の
主
な
項
目
を
紹
介
し

ま
す
。

Ｑ
１　

株
式
会
社
の
機
関
と
し
て
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
１　

株
式
会
社
に
は
、
株
主
総
会
や

取
締
役
を
は
じ
め
と
し
て
、
取
締
役

会
、
監
査
役
、
会
計
監
査
人
等
様
々

な
種
類
の
機
関
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
新
会
社
法
で
は
、
会
計
参
与
が

新
た
に
導
入
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
２　
「
株
式
譲
渡
制
限
会
社
」と
は
何

で
す
か
。

Ａ
２　
「
株
式
譲
渡
制
限
会
社
」
と
は
、

す
べ
て
の
株
式
の
譲
渡
を
制
限
し
て

い
る
株
式
会
社
の
こ
と
で
す
。
新
会

社
法
で
は
、
有
限
会
社
制
度
の
廃
止

に
よ
り
、
株
式
譲
渡
制
限
会
社
で
あ

る
ど
う
か
が
制
度
設
計
の
新
た
な
基

準
と
な
っ
て
き
ま
す
。

Ｑ
３　

株
式
会
社
の
機
関
設
計
が
柔
軟

化
さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
具
体
的
に

は
ど
う
い
う
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
の

で
す
か
。

Ａ
３　

株
式
譲
渡
制
限
会
社
で
は
、
取

締
役
会
及
び
監
査
役
の
設
置
が
任
意

に
な
り
、
取
締
役
を
一
人
の
み
と
す

る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

新
会
社
法
に
お
け
る
機
関
設
計
の
ル
ー
ル

　

新
会
社
法
で
は
、
株
式
会
社
は
次
の

よ
う
な
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
機
関
設
計

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
株
主
総
会：

す
べ
て
の
株
主
会
社
で

必
ず
設
置
。

・
取

締

役：

す
べ
て
の
会
社
で
最
低

一
人
は
必
要
。但
し
、取
締
役
会
を
設

置
す
る
株
式
会
社
で
は
三
人
以
上
。

・
取
締
役
会：

株
式
譲
渡
制
限
会
社
で

は
任
意
設
置
。
そ
れ
以
外
の
株
式
会

社
で
は
必
ず
設
置
。

・
監

査

役：

株
式
譲
渡
制
限
会
社
で

は
任
意
設
置
。
た
だ
し
、
取
締
役
会

を
設
置
す
る
会
社
で
は
原
則
設
置
。

・
監
査
役
会：

大
会
社
（
株
式
譲
渡
制

限
会
社
、委
員
会
設
置
会
社
を
除
く
）

で
は
必
ず
設
置
。取
締
役
会
を
設
置

し
な
い
場
合
に
は
、設
置
で
き
な
い
。

・
委

員

会：

監
査
役
を
設
置
す
る
会

社
で
は
、
設
置
で
き
な
い
。
会
計
監

査
人
を
設
置
し
な
い
場
合
に
は
、
設

置
で
き
な
い
。

・
会
計
監
査
人：

大
会
社
で
は
必
ず
設

置
。
大
会
社
以
外
の
会
社
で
は
任
意

設
置
。

・
会
計
参
与：

す
べ
て
の
株
式
会
社
で

任
意
設
置
。大
会
社
以
外
の
株
式
譲

渡
制
限
会
社
が
取
締
役
会
を
設
置
す

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
のののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
のののののののののののののののののののの
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

中
小
企
業
の
た
め
の
新
会
社
法

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

〜
改
正
ポ
イ
ン
ト
Ｑ
＆
Ａ
〜　

■
実
態
に
合
っ
た
組
織
づ
く
り
を

中小株式会社の機関設計のパターン例



7

る
場
合
、会
計
参
与
を
設
置
す
る
こ
と

で
監
査
役
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
株
式
譲
渡
制
限
会
社
で
は
①
〜
⑤
の

よ
う
に
取
締
役
会
を
置
か
な
い
こ
と
も

可
能
。

＊
株
式
譲
渡
制
限
会
社
で
は
、
①
、
④
、

⑥
の
よ
う
に
監
査
役
を
置
か
な
い
こ
と

も
可
能
。（
⑥
の
パ
タ
ー
ン
は
大
会
社

以
外
の
株
式
譲
渡
制
限
会
社
の
み
可

能
）

＊
①
の
パ
タ
ー
ン
の
場
合
、
最
も
シ
ン

プ
ル
な
形
と
し
て
、
株
主
総
会
の
他
取

締
役
一
人
の
み
の
機
関
設
計
も
可
能
。

＊
会
計
参
与
や
会
計
監
査
人
は
必
要
に

応
じ
て
設
置
可
能
。

Ｑ
４　

株
式
会
社
の
取
締
役
や
監
査
役

の
任
期
は
ど
う
変
わ
り
ま
す
か
。

Ａ
４　

株
式
会
社
の
取
締
役
の
任
期
は

原
則
と
し
て
二
年
、
監
査
役
は
原
則

と
し
て
四
年
と
な
り
ま
す
が
、
株
式

譲
渡
制
限
会
社
で
は
、
定
款
で
そ
れ

ぞ
れ
十
年
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Ｑ
５　

取
締
役
等
、
会
社
役
員
の
責
任

は
、
ど
う
変
わ
り
ま
す
か
。

Ａ
５　

取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任

は
、
原
則
と
し
て
過
失
責
任
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
場
合
に
、
役

員
の
損
害
賠
償
額
を
制
限
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

Ｑ
６　

譲
渡
制
限
株
式
の
制
度
は
、
ど

う
変
わ
り
ま
す
か
。

Ａ
６　

す
べ
て
の
株
式
で
な
く
、
一
部

の
株
式
に
つ
い
て
譲
渡
制
限
す
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、
柔
軟
な
制
度
設

計
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

＊
議
決
権
の
あ
る
株
式
に
の
み
譲
渡

制
限
を
行
い
、
議
決
権
制
限
株
式
に

は
譲
渡
制
限
を
行
わ
な
い
な
ど
の
制

度
設
計
も
可
能
に
。

Ｑ
７　

相
続
や
合
併
等
に
よ
り
会
社
に

と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
者
に
株
式
が

分
散
す
る
こ
と
を
防
ぐ
に
は
、
ど
う

し
た
ら
い
い
で
す
か
。

Ａ
７　

相
続
や
合
併
等
で
株
式
を
取
得

し
た
者
に
対
し
て
、
会
社
が
そ
の
株

式
を
売
り
渡
す
よ
う
に
請
求
で
き
る

旨
を
定
款
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

Ｑ
８　

株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
議
決

権
、
配
当
等
に
つ
い
て
、
必
ず
出
資

額
に
応
じ
た
配
分
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
８　

株
式
譲
渡
制
限
会
社
に
お
い
て

は
、株
主
総
会
の
特
殊
決
議
に
よ
り
、

議
決
権
や
配
当
に
つ
い
て
株
主
ご
と

に
異
な
る
取
扱
い
を
定
款
に
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
９　

新
設
さ
れ
る
会
計
参
与
と
は
、

ど
の
よ
う
な
機
関
で
す
か
。

Ａ
９　

会
計
参
与
は
、
取
締
役
と
共
同

し
て
計
算
書
類
の
作
成
・
説
明
・
開

示
等
を
行
う
会
社
内
部
の
機
関
で
、

税
理
士
・
公
認
会
計
士
等
の
会
計
専

門
家
か
ら
な
り
ま
す
。
設
置
は
完
全

に
会
社
の
任
意
で
あ
り
、
強
制
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
　

剰
余
金
の
株
主
へ
の
分
配
は
、

10ど
う
変
わ
り
ま
す
か
。

Ａ　
　

配
当
は
株
主
総
会
の
決
議
に
よ

10り
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
剰
余
金
の
分
配
の
規
定

が
整
理
さ
れ
、
統
一
の
財
源
規
制
の

下
に
置
か
れ
ま
す
。

＊
株
式
会
社
は
「
い
つ
で
も
」、「
何

回
で
も
」
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ

て
、
金
銭
ま
た
は
他
の
財
産
を
も
っ

て
配
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
純
資
産
額
、
分
配
可
能
額
に
よ
る

制
限
に
は
注
意
が
必
要
。

Ｑ　
　

有
限
会
社
制
度
が
廃
止
さ
れ
る

11

そ
う
で
す
が
、
既
存
の
有
限
会
社
は

ど
う
な
る
の
で
す
か
。

Ａ　
　

特
例
有
限
会
社
制
度
に
よ
り
、

11新
会
社
法
施
行
後
も
有
限
会
社
の
商

号
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
ま
す
。
株
式
会
社
の
商
号
を

使
用
す
る
通
常
の
株
式
会
社
に
移
行

す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
可
能
で
す
。

Ｑ　
　

特
例
有
限
会
社
と
な
る
た
め
に

12は
、
何
か
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

Ａ　
　

特
例
有
限
会
社
と
な
る
た
め
に

12特
段
の
手
続
等
は
必
要
な
く
、
存
続

期
間
の
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
　

特
例
有
限
会
社
か
ら
通
常
の
株

13式
会
社
に
移
行
す
る
に
は
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

Ａ　
　

定
款
に
お
け
る
株
式
会
社
へ
の

13商
号
変
更
、
特
例
有
限
会
社
の
解
散

登
記
お
よ
び
株
式
会
社
の
設
立
登
記

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇　
　

◆　
　

◇

　
「
よ
く
わ
か
る
中
小
企
業
の
た
め
の

新
会
社
法
三
十
三
問
三
十
三
答
」に
つ

き
ま
し
て
は
、中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、冊
子
に
つ
い
て

は
、同
庁
に
て
無
償
配
布
し
て
い
ま
す
。

・
中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.ch
u
sh
o
.m
eti.go

.jp/

 
       
 
 
   
 
  
 
  
      
    

zaim
u
/kaisya/in

d
ex.h

tm
l

    
 
          
 
    
  
 

■
進
化
し
た
株
式
の
運
用

■
決
算
書
の
信
頼
性
を
高
め
る

■
有
限
会
社
は
な
く
な
る
の
か
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売
上
高
と
収
益
性
を
合
せ
た
Ｄ
Ｉ
平

均
値
（
前
年
同
期
比
）
は
▲
一
一
・
七

で
、
前
回
（
平
成
一
七
年
四
―
六
月
期
）

の
▲
一
一
・
九
と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ

た
。
来
期
見
通
し
で
は
▲
九
・
〇
と
二
・

七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。

　

売
上
高
Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期
比
）
で
は
、

前
回
の
▲
五
・
〇
か
ら
二
・
五
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
▲
二
・
五
と
な
り
、
マ
イ

ナ
ス
一
桁
台
に
て
推
移
し
て
い
る
。
ま

た
、
来
期
見
通
し
に
お
い
て
も
▲
二
・

九
と
僅
か
な
が
ら
悪
化
す
る
も
の
の
、

ほ
ぼ
同
水
準
に
て
推
移
す
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。

　

収
益
性
Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期
比
）
で
は
、

前
回
の
▲
一
八
・
八
か
ら
二
・
〇
ポ
イ

ン
ト
下
降
し
▲
二
〇
・
八
と
な
り
▲
二

〇
台
に
転
じ
て
い
る
。
来
期
見
通
し
に

お
い
て
は
五
・
八
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

▲
一
五
・
〇
と
な
り
、
再
び
▲
一
〇
台

に
転
じ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

業
況
（
前
年
同
期
比
）
に
つ
い
て
は
、

好
転
し
た
と
す
る
企
業
が
一
五
・
四
％
、

悪
化
が
二
五
・
〇
％
で
Ｄ
Ｉ
は
▲
九
・

六
と
な
り
、
前
回
の
▲
一
三
・
八
か
ら

四
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
一

方
、
来
期
見
通
し
の
Ｄ
Ｉ
は
▲
八
・
八

と
〇
・
八
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
同
じ
く

マ
イ
ナ
ス
一
桁
台
に
て
推
移
す
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

　

設
備
投
資
実
施
率
は
前
回
と
同
水
準

の
二
三
・
八
％
で
、
二
〇
％
を
超
え
る

実
施
率
が
続
い
て
い
る
。
業
種
別
で
二

〇
％
以
上
の
高
い
実
施
率
と
な
っ
た
の

は
食
料
品
（
三
九
・
四
％
）、
機
械
・

機
器
（
三
四
・
八
％
）、
金
属
・
同
製

品
（
三
二
・
四
％
）、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
（
二
〇
・
〇
％
）
の
四
業
種
と
な
っ

て
い
る
。
目
的
別
で
は
「
増
産
」
が
三

六
・
八
％
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

　

業
種
別
で
の
売
上
高
・
収
益
性
Ｄ
Ｉ

平
均
値
（
前
年
同
期
比
）
を
見
る
と
、

前
回
調
査
で
八
期
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
に

転
じ
た
機
械
・
機
器
が
再
び
プ
ラ
ス
と

な
っ
た
他
、
木
材
・
木
製
品
で
ゼ
ロ
、

そ
の
他
の
業
種
は
全
て
で
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
。来
期
見
通
し
は
、金
属
・
同
製

品
が
ゼ
ロ
、
そ
の
他
は
全
て
の
業
種
で

マ
イ
ナ
ス
の
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

景
況
天
気
図
で
み
る
と
、
全
体
で
は
十

二
期
連
続
の
「
小
雨
」
域
と
な
り
、
来

期
見
通
し
で
も
「
小
雨
」
模
様
が
続
く

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
業
種

別
で
見
る
と
木
材
・
木
製
品
と
機
械
・

機
器
が
「
曇
り
」
の
他
は
、
全
て
の
業

種
が
「
小
雨
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
年
同
期
比
で
、
売
上
増
と
す
る
企

業
は
二
七
・
九
％
、
売
上
減
と
す
る
企

業
は
三
〇
・
四
％
で
、
Ｄ
Ｉ
は
▲
二
・

五
と
な
り
、
前
回
の
▲
五
・
〇
か
ら
二
・

五
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、

来
期
見
通
し
に
お
い
て
も
▲
二
・
九
と

〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
僅
か
な
が
ら
下
降
す

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、業
種
別
の
Ｄ
Ｉ
で
は
、機
械
・

機
器
が
プ
ラ
ス
、
木
材
・
木
製
品
で
ゼ

ロ
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、来
期
見
通
し

で
は
、
金
属
・
同
製
品
、
機
械
・
機
器

が
プ
ラ
ス
の
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

設
備
操
業
率
を
見
る
と
、
前
回
よ
り

上
昇
し
た
と
す
る
企
業
が
八
・
三
％
、

下
降
が
一
八
・
八
％
で
Ｄ
Ｉ
は
▲
一
〇
・

五
と
な
り
、
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ス
域
に

て
推
移
し
て
い
る
。
尚
、
業
種
別
の
Ｄ

Ｉ
で
は
、
金
属
・
同
製
品
が
プ
ラ
ス
で
、

そ
の
他
は
ゼ
ロ
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

　

前
年
同
期
比
で
、
収
益
性
が
好
転
し

た
と
す
る
企
業
は
一
一
・
三
％
、
悪
化

し
た
と
す
る
企
業
は
三
二
・
一
％
で
、

来　期　見　通17年７月～９月17年４月～６月17年１月～３月16年10月～12月16年７月～９月

DI平均値▲9.0DI平均値▲11.7DI平均値▲11.9DI平均値▲16.0DI平均値▲12.0DI平均値▲5.3
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Ｄ
Ｉ
は
▲
二
〇
・
八
と
な
り
、
前
回
の

▲
一
八
・
八
か
ら
二
・
〇
ポ
イ
ン
ト
下

降
し
▲
二
〇
台
に
転
じ
て
い
る
。
来
期

見
通
し
に
お
い
て
は
五
・
八
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
▲
一
五
・
〇
と
な
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
。

　

業
種
別
の
Ｄ
Ｉ
で
は
、
木
材
・
木
製

品
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
ゼ
ロ
で
、そ

の
他
の
業
種
は
全
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
い
る
。
来
期
見
通
し
で
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
の
み
が
ゼ
ロ
、
そ
の
他
は

全
業
種
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

原
材
料
価
格
は
、
前
期
比
で
上
昇
し

た
と
す
る
企
業
が
二
二
・
五
％
、
下
降

し
た
と
す
る
企
業
が
一
・
七
％
で
、
Ｄ

Ｉ
は
二
〇
・
八
と
な
り
プ
ラ
ス
域
に
て

推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
業
種
別
の
Ｄ

Ｉ
で
も
、
紙
加
工
品
で
ゼ
ロ
、
木
材
・

木
製
品
、
窯
業
・
土
石
製
品
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
は
特
に
上
昇
超
幅
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
価
格
で
は
、
前
期
比
で
上
昇
し

た
と
す
る
企
業
は
四
・
二
％
、
下
降
し

た
と
す
る
企
業
が
七
・
一
％
で
、
Ｄ
Ｉ

は
▲
二
・
九
と
な
り
、
前
回
の
▲
一
一
・

七
か
ら
八
・
八
ポ
イ
ン
ト
上
昇
す
る
も

の
の
、
水
面
下
で
の
動
き
が
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
業
種
別
の
Ｄ
Ｉ
で
は
、
繊

維
・
同
製
品（
▲
七
・
七
）、
食
料
品（
▲

三
・
〇
）、
機
械
・
機
器（
▲
三
・
〇
）

金
属
・
同
製
品（
▲
二
・
九
）
の
四
業

種
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

他
の
業
種
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
期
の
設
備
投
資
実
施
率
は
前
回
と

同
水
準
の
二
三
・
八
％
で
、
二
〇
％
台

を
超
え
る
実
施
率
が
続
い
て
い
る
。

　

業
種
別
で
二
〇
％
以
上
の
実
施
率
と

な
っ
た
の
は
、
食
料
品
（
三
九
・
四
％
）、

機
械
・
機
器
（
三
四
・
八
％
）、
金
属
・

同
製
品
（
三
二
・
四
％
）、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
（
二
〇
・
〇
％
）
の
四
業
種
と

な
っ
て
い
る
。
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高
崎
卸
商
社
街
協
同
組
合
（
岡
村
晶

夫
理
事
長
、
組
合
員
百
三
十
七
人
）
で

は
、
十
月
一
日
・
二
日
の
二
日
間
、
高

崎
商
工
会
議
所
と
の
共
催
で
「
上
州

ど
っ
と
楽
市
」
を
開
催
し
た
。
毎
年
十

月
に
「
問
屋
町
グ
ラ
ン
バ
ザ
ー
ル
」
を

開
催
し
て
き
た
が
、
今
年
は
一
般
業
者

を
加
え
総
勢
百
十
三
社
・
百
二
十
店
舗

に
よ
る
拡
大
開
催
と
な
っ
た
。

　

展
示
会
館
の
バ
ザ
ー
ル
会
場
で
は
、

恒
例
の
衣
類
・
食
品
・
雑
貨
等
の
格
安
販

売
が
行
わ
れ
た
他
、展
示
会
館
前
テ
ン

ト
村
の
楽
市
会
場
で
は
、
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
や
花
小
鉢
の
無
料
配
布
、
四
万

温
泉
の
足
湯
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
な
催

し
が
行
わ
れ
た
。天
候
に
恵
ま
れ
、入
場

者
は
昨
年
を
大
幅
に
上
回
り
三
万
六
千

人
を
超
え
る
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　

協
同
組
合
前
橋
問
屋
セ
ン
タ
ー
（
森

本
仁
理
事
長
、
組
合
員
四
十
六
人
）
で

は
、
十
月
十
四
日
、
前
橋
問
屋
セ
ン

タ
ー
会
館
に
お
い
て
、「
創
立
四
十
周

年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
来
賓
等
含
め
総
勢
約
八
十

名
が
出
席
。
森
本
理
事
長
は
挨
拶
の
中

で
四
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、

「
流
通
拠
点
と
し
て
の
更
な
る
発
展
を

目
指
し
た
い
」
と
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
理
事
長
、
前
橋

市
長
等
よ
り
、
役
員
や
功
労
者
に
対
し

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、
多
数
の
来
賓
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
の
祝
宴
も
和
や
か
に

開
催
さ
れ
、
四
十
年
の
節
目
を
祝
っ

た
。

　

協
同
組
合
前
橋
木
工
セ
ン
タ
ー
（
金

井
孝
志
理
事
長
、
組
合
員
三
十
八
人
）

で
は
、
十
月
十
五
日
・
十
六
日
の
両
日
、

前
橋
家
具
会
館
に
お
い
て
「
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
販
売
会
」
を
開
催
し
た
。

　

同
販
売
会
は
、
前
橋
家
具
の
魅
力
を

広
く
一
般
消
費
者
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
こ
れ
ま
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

き
た
卸
・
小
売
業
者
を
対
象
に
し
た
生

活
家
具
展
と
は
別
に
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　

当
日
は
時
折
雨
が
降
る
生
憎
の
天
気

と
な
っ
た
が
、
同
組
合
が
こ
う
し
た
販

売
会
を
開
催
す
る
機
会
は
殆
ど
な
い
こ

と
か
ら
、
会
場
に
は
、
大
勢
の
来
場
者

が
詰
め
掛
け
、
随
所
で
商
談
が
行
わ
れ

ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
ニ
ュ
ー
ス

賑わうバザール会場

「
上
州
ど
っ
と
楽
市
」大
盛
況 

高
崎
卸
商
社
街（
協
）

創
立
四
十
周
年
を
祝
う 

（
協
）前
橋
問
屋
セ
ン
タ
ー

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
販
売
会
を
開
催 

（
協
）前
橋
木
工
セ
ン
タ
ー

式典で挨拶する森本理事長
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て
い
た
。
展
示
さ
れ
た
家
具
に
次
々
と

「
売
約
済
」
の
札
が
貼
ら
れ
、
関
心
の

高
さ
を
う
か
が
わ
せ
て
い
た
。

　

群
馬
県
酒
造
協
同
組
合
（
毛
塚
敬
二

理
事
長
、
組
合
員
三
十
六
人
）
で
は
、

十
月
十
九
日
、
高
崎
市
・
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
第
七
回
群
馬

の
お
酒
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
た
。

　

会
場
で
は
、
県
内
の
蔵
元
（
組
合
員
）

二
十
八
社
が
四
地
区
に
分
か
れ
、
季
節

限
定
の
酒
を
中
心
に
出
品
。
試
飲
会
と

抽
選
会
が
行
わ
れ
た
。

　

各
蔵
元
は
、
こ
こ
数
年
通
常
の
吟
醸

酒
、
純
米
酒
、
本
醸
造
酒
に
加
え
て
、

期
間
限
定
商
品
の
開
発
を
積
極
的
に
推

進
。
会
場
に
は
、
十
年
以
上
寝
か
せ
た

古
酒
や
原
材
料
を
厳
選
し
た
純
米
吟
醸

酒
な
ど
個
性
的
な
地
酒
が
目
立
っ
た
。

　

今
回
も
来
場
者
が
二
百
人
を
超
え
、

滋
味
豊
か
な
地
酒
を
試
飲
し
な
が
ら
談

笑
す
る
姿
が
随
所
で
見
ら
れ
た
。

　

太
田
ニ
ッ
ト
工
業
協
同
組
合
（
吉
田

育
夫
理
事
長
、
組
合
員
三
十
八
人
）
で

は
、
十
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
の
二

日
間
、
県
庁
一
階
県
民
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
太
田
ニ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５

秋
冬
」
を
開
催
し
た
。

　

一
般
消
費
者
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
は
前
橋
で
は
初
め
て
の
開
催
。
会
場

で
は
、
各
種
ニ
ッ
ト
ウ
ェ
ア
の
直
販
コ
ー

ナ
ー
や
、
秋
冬
物
新
商
品
の
展
示
、
東

京
で
開
催
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

の
ビ
デ
オ
映
写
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

特
に
、
参
加
メ
ー
カ
ー
の
直
販
コ
ー

ナ
ー
は
、
市
価
の
半
値
以
下
の
低
価
格

で
購
入
で
き
る
と
あ
っ
て
大
人
気
。
ま

た
、
三
千
円
以
上
買
っ
た
人
に
は
抽
選

で
素
敵
な
ニ
ッ
ト
製
品
も
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

桐
生
刺
繍
商
工
業（
協
）

・
十
一
月
五
日（
土
）午
前
十
時
〜

六
日（
日
）午
後
四
時

・
桐
生
市　

有
鄰
館

味
噌
醤
油
蔵

・
現
代
の
名
工（
大
澤
紀
代
美
氏
・

荒
木
千
恵
子
氏
）
の
作
品
や
刺

繍
産
地
に
相
応
し
い
新
た
な
加

工
技
術
を
駆
使
し
た
作
品
を
展

示
、
販
売
す
る
。

・
詳
細
は
、
同
組
合
（
�
〇
二
七

七
―
二
二
―
七
九
一
九
）
ま
で

前
橋
中
心
商
店
街（
協
）

・
十
一
月
五
日（
土
）〜
六
日（
日
）

・
広
瀬
川
ひ
か
り
祭
り
〇
五
秋

（
コ
ン
サ
ー
ト
、広
瀬
川
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
、
バ
ザ
ー

等
）
の
他
「
第
三
回
る
な
ぱ
ぁ

く
ふ
ぇ
す
た
二
〇
〇
五（
第
三

回
大
道
芸
大
会
ま
つ
り
）」、「
第

三
回
全
国
ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ

フ
ォ
ー
ラ
ム　

前
橋
」
も
併
せ

in

て
開
催
。

・
五
日（
土
）に
は
、「
第
三
回
全
国

ア
マ
チ
ュ
ア
ち
ん
ど
ん
競
演

会
」、「
光
の
回
廊
点
灯
式
」
な

ど
が
開
催
さ
れ
る
。

・
詳
細
は
同
組
合
（
�
〇
二
七
―

二
六
〇
―
六
五
四
七
）
ま
で
。

イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し

前
橋
で
ニ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ 

太
田
ニ
ッ
ト
工
業（
協
）

第
七
回
群
馬
の
お
酒
フ
ェ
ス
タ
開
催 

群
馬
県
酒
造（
協
）

二
〇
〇
五
刺
繍
展
開
催

個性的な家具を前に商談も弾む

個性豊かな地酒を味わう来場者

今年の新作を鑑賞する来場者
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神
奈
川
県

古
民
家
を
再
生

　

中
小
建
築
業
者
八
名
が
集
ま
り
、
古

民
家
の
再
生
や
解
体
、
古
材
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
目
指
す「
神
奈
川
県
民
家
再
生
・

リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合
」
が
設
立
さ
れ

た
。

　

新
工
法
・
新
建
材
の
普
及
に
伴
い
、

安
価
に
家
の
建
て
替
え
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
住
宅
も
「
使
い
捨

て
」
の
時
代
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ

で
、
省
資
源
と
技
術
伝
承
を
目
指
し
て

協
同
組
合
を
設
立
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
と
連
携
し
、
木
造
民
家
の
再
評
価
や

普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
ほ
か
、

県
民
な
ど
を
対
象
に
、
同
組
合
が
再
生

し
た
木
造
民
家
や
工
事
現
場
、
移
築
予

定
の
民
家
な
ど
の
見
学
会
も
実
施
し
て

い
く
。

滋
賀
県

Ｉ
Ｔ
で
商
店
街
を
ア
ピ
ー
ル

　
「
膳
所
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
」
で

は
、
タ
イ
ピ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
「
び
わ

こ
Ｉ
Ｔ
選
手
権
」
を
開
催
。
Ｉ
Ｔ
を
核

に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

び
わ
こ
Ｉ
Ｔ
選
手
権
は
、
中
学
生
以

上
を
対
象
に
、
三
名
一
組
で
、
入
力
の

速
さ
と
正
確
さ
な
ど
を
競
う
も
の
。

　

十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
同

商
店
街
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
予
選
を

行
い
、
上
位
二
十
チ
ー
ム
が
十
一
月
二

十
七
日
に
開
か
れ
る
本
選
に
出
場
で
き

る
。
優
勝
者
に
は
、
副
賞
と
し
て
Ｊ
Ｃ

Ｂ
商
品
券
十
万
円
、
準
優
勝
・
五
万
円
、

三
位
・
三
万
円
な
ど
が
贈
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
同
商
店
街
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
す
た

め
教
室
を
運
営
し
、
Ｉ
Ｔ
を
地
域
の
活

性
化
に
役
立
て
て
い
る
。

京
都
府

商
店
街
で
無
料
健
康
相
談

　
「
伏
見
大
手
筋
商
店
街
振
興
組
合
」で

は
、
商
店
街
を
訪
れ
た
買
物
客
や
、
地

域
住
民
ら
を
対
象
に
し
た
無
料
健
康
相

談
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

　

無
料
健
康
相
談
は
、
高
齢
者
ら
が
外

出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、

同
商
店
街
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
企
画
。
商
店
街
内
に
あ
る
文
化
セ

ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」
の
一
角
に
場
所

を
設
け
、
週
に
一
度
、
昼
間
の
三
時
間

程
度
、
近
く
の
病
院
の
協
力
で
、
看
護

士
や
介
護
福
祉
士
ら
が
健
康
や
介
護
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
る
。

　

ま
た
、
利
用
者
は
健
康
相
談
の
ほ

か
、
血
圧
や
体
脂
肪
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
商
店
街
で

は
、
買
物
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
れ
る
商

店
街
の
「
保
健
室
」
に
し
た
い
考
え
。

岐
阜
県

買
物
客
に
バ
ス
利
用
券

　
「
岐
阜
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
」

と
「
岐
阜
柳
ケ
瀬
商
店
街
振
興
組
合
連

合
会
」
で
は
、
岐
阜
バ
ス
と
連
携
し
、

十
月
一
日
か
ら
商
店
街
で
一
定
額
以
上

買
物
す
る
と
バ
ス
利
用
券
が
も
ら
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。

　

同
商
店
街
で
は
、
車
で
訪
れ
た
買
い

物
客
に
対
し
て
、
共
通
駐
車
券
を
配
布

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
新

た
に
、
バ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
等
の

利
便
性
を
図
る
た
め
、
バ
ス
利
用
券
の

配
布
を
決
め
た
。

　

両
連
合
会
の
加
盟
店
で
三
千
円
以
上

の
買
物
か
、
二
千
円
以
上
の
飲
食
を
す

る
と
二
百
円
券
一
枚
が
も
ら
え
る
。
今

後
は
、
加
盟
店
を
増
や
し
、
商
店
街
と

バ
ス
事
業
者
が
連
携
し
て
、
商
店
街
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
情
報
は
、
全
国
中

央
会
が
全
国
の
組
合
等
に
関
す
る
情
報

を
収
集
・
編
集
し
た
「
地
域
組
合
情
報
」

よ
り
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

　

詳
細
情
報
を
ご
希
望
の
方
は
、
本
会

情
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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中
小
企
業
総
合
展
で
独
自
製
品
を
Ｐ
Ｒ

　

十
月
十
二
〜
十
四
日
の
三
日
間
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
に
お
い
て
「
中
小
企
業
総
合
展
２
０
０
５
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
イ
ベ
ン
ト
は
、
中
小
企
業
が
自
社
の

製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
展
示
を
通
じ
て
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
の
発
掘
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
創
出
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
主
催

で
毎
年
開
催
さ
れ
る
、
我
が
国
最
大
級
の
中
小
企
業
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
は
約
六
百
ブ
ー
ス
の
出
展
が
あ
り
、
本
県
か

ら
も
二
十
社
等
が
参
加
。そ
の
中
で
、機
械
金
属

関
連
の
異
業
種
で
組
織
さ
れ
る「（
協
）躍
伸
グ

ル
ー
プ
」
が
、
そ
の
開
発
製
品
「
消
防
用
ホ
ー

ス
の
自
動
洗
浄
機
」を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
二
日
に
設
け
ら
れ
た
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
で
は
、
特
設
ス
テ
ー

ジ
に
お
い
て
須
藤
理
事
長
が
、
約
二
十
分
間

の
特
別
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
会
場

の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

多
様
化
す
る
代
金
支
払
い 

　

通
信
販
売
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
販
売
方
法

の
多
様
化
や
Ｉ
Ｔ
の
進
展
に
よ
っ
て
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
代
金
決
済
方
法
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
現
金
払

い
や
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ

ト
カ
ー
ド
、
最
近
で

は
繰
り
返
し
チ
ャ
ー

ジ
し
て
使
え
る
電
子

マ
ネ
ー
等
、
様
々
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
そ
の
利
用
が
進
む
ク
レ
ジ
ッ

ト
払
い
で
は
、
支
払
い
回
数
で
、
割
賦
販

売
法
の
適
用
対
象
と
な
る
二
カ
月
以
上
か

つ
三
回
以
上
と
い
う
割
賦
払
い
の
他
に
、
ボ
ー

ナ
ス
払
い
や
一
括
払
い
も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
あ
ら

か
じ
め
利
用
で
き
る
限
度
額
と
毎
月
の
支
払
い
額
を
決

め
て
お
き
、
そ
の
限
度
額
の
範
囲
内
な
ら
買
い
増
し
て

も
月
々
の
支
払
い
額
を
一
定
に
設
定
で
き
る
、
リ
ボ
ル

ビ
ン
グ
払
い
も
人
気
の
よ
う
で
す
。
但
し
、
支
払
い
回

数
が
延
び
る
分
、
手
数
料
も
高
く
な
り
ま
す
。

　

多
様
な
支
払
方
法
の
中
か
ら
、
購
入
す
る
物
や
サ
ー

ビ
ス
、
利
便
性
や
支
払
い
能
力
で
選
択
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

情
報
提
供
▼（
協
）桐
生
専
門
店
会

　

温
泉
の
上
手
な
入
浴
法

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
を
楽
し
ま
れ
る

方
も
多
い
は
ず
。
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
健
康
増
進

を
図
る
の
に
温
泉
は
最
適
で
す
。
但
し
、
間
違
っ
た
入

浴
で
思
わ
ぬ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
の

で
、
体
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
入
浴
を
心
掛
け
て
下
さ

い
。
上
手
な
温
泉
入
浴
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
宿
に
到
着
後
は
、
乗
り
物
等
で
体
の
リ
ズ
ム
が
不
安

定
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
直
ぐ
の
入
浴
は
避
け
て
一
時

間
ほ
ど
休
憩
す
る
。

②
入
浴
時
間
は
温
度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
初
め
は
五
〜

十
分
、
慣
れ
れ
ば
温
め
の
お
湯
で
三
十
分
以
内
、
高
温

の
お
湯
で
は
十
分
以
内
ま
で
が
良
く
、
そ
れ
以
上
で
は

か
え
っ
て
疲
れ
が
で

て
し
ま
う
こ
と
も
。

③
消
化
に
良
く
な
い

の
で
、
食
事
前
後
の

三
十
分
〜
一
時
間
の

入
浴
は
で
き
れ
ば
避

け
る
。勿
論
、飲
酒
直

後
の
入
浴
は
厳
禁
。

④
入
浴
後
は
十
分
な
休
憩
を
と
る
。
入
浴
回
数
は
一
日

二
回
く
ら
い
が
適
当
で
す
。
む
や
み
に
回
数
多
く
入
浴

す
る
と
湯
あ
た
り
な
ど
、
か
え
っ
て
逆
効
果
。

　

正
し
い
入
浴
で
温
泉
を
満
喫
し
、
健
康

増
進
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

情
報
提
供
▼
群
馬
県
温
泉
旅
館（
協
）

ステージ上で製品のプレゼンテーショ
ンを行う須藤理事長
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と
大
き
な
課
題
は
、
組
合
活
性
化
指
導

調
査
事
業
の
セ
ミ
ナ
ー
で
若
手
後
継
者

の
共
感
を
得
た
Ｉ
Ｔ
対
策
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
た
取
引
や
専
用

サ
イ
ト
に
よ
る
業
界
動
向
の
情
報
先
取

り
を
積
極
的
に
行
い
、
新
た
な
時
代
に

対
応
し
た
畳
店
経
営
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

組
合
事
業
に
つ
い
て
伺
う
と
「
民
需

の
共
同
受
注
と
下
紙
、
足
袋
、
縫
着
機

で
使
用
す
る
機
械
糸
等
の
共
同
購
買
が

中
心
で
す
。
基
本
的
な
組
合
運
営
は
、

事
業
、
広
報
宣
伝
、
運
営
、
厚
生
、
技

術
の
各
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ

な
っ
て
お
り
、
事
務
局
体
制
も
担
当
毎

に
分
散
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
会

の
ご
指
導
に
よ
り
平
成
十
三
年
度
に
実

施
し
た
組
合
活
性
化
指
導
調
査
事
業

は
、
業
界
初
の
本
格
的
な
調
査
事
業
と

し
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
」と
の
こ
と
。

　

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
、「
か
つ

て
食
用
・
薬
草
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ

て
い
た
藺
草
の
効
用
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て

拡
販
に
結
び
付
け
た
い
で
す
ね
。
そ
れ

　

今
回
訪
問
し
た
群
馬
県
畳
協
同
組
合

は
、畳
を
製
造
販
売
す
る
県
内
畳
店
二
百

八
十
四
社
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
組
合
。

　

厚
い
雲
に
覆
わ
れ
た
十
月
某
日
、
爽

や
か
な 
藺  
草 
の
香
り
に
包
ま
れ
た
安
カ

い 

ぐ
さ

川
理
事
長
の
お
店
を
訪
問
し
、
ご
子
息

の
信
之
氏
を
交
え
て
お
話
を
伺
っ
た
。

　

同
組
合
の
設
立
は
、
昭
和
四
十
六
年

十
一
月
。「
当
時
、
県
一
円
の
畳
業
者

の
組
織
化
は
、
全
国
的
に
も
例
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
以
来
、
組
合
員
の
強

固
な
結
束
に
よ
り
技
能
の
向
上
や
畳
文

化
の
普
及
に
努
め
、
こ
の
ほ
ど
創
立
三

十
五
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
安
カ
川
理

事
長
は
感
慨
深
げ
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　

業
界
動
向
に
つ
い
て
伺
う
と
「
住
宅

の
洋
風
化
に
よ
り
畳
の
需
要
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
気
候
風
土

を
考
え
る
と
、
畳
が
最
適
な
建
築
資
材

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
原
材
料
で
あ
る
藺
草
は
、
近
年
海

外
か
ら
安
価
な
も
の
が
大
量
に
輸
入
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
良
い
も
の
を
長
く
使

い
た
い
と
い
う
方
に
は
、
国
内
産
の
藺

草
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
畳
製
造
は

特
殊
な
技
能
を
必
要
と
し
な
い
縫
着
機

（
ミ
シ
ン
）を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
現
場
作
業
で
は
や
は
り
優
れ
た
技

能
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
技
能
向
上
は
当

業
界
に
と
っ
て
必
須
の
課
題
と
い
え
ま

す
」
と
技
能
の
重
要
性
を
指
摘
。

　

理
事
長
の
ひ
と
こ
と

　

最
近
の
過
剰
な
価
格
競
争
は
、良
い
も

の
を
求
め
る
顧
客
を
失
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。畳
の
場

合
、六
〜
八
畳
程
度
で
あ
れ
ば
高
品
質
の

国
内
産
藺
草
を
使
用
し
て
も
価
格
差
は

一
万
円
に
も
満

た
な
い
の
が
実

情
で
す
。そ
れ

だ
け
に
、先
ず

は
見
本
と
価
格

を
明
示
し
て
、

納
得
し
て
も
ら
っ
た
上
で
製
造
・
納
品
す

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

我
々
は
プ
ロ
の
畳
職
人
と
し
て
、良
い

も
の
を
安
心
し
て
使
っ
て
も
ら
う
た
め
の

品
質
管
理
が
常
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、若
い
後
継
者
達
に
は
、日
本
の

伝
統
文
化
で
あ
る
畳
を
末
永
く
愛
用
し

て
も
ら
う
た
め
に
も
、安
易
に
安
売
り
競

争
に
走
る
こ
と
な
く
、技
能
を
競
え
る
真

の
技
術
者
集
団
と
し
て
、組
合
の
有
効
活

用
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

理
事
長　

安
カ
川
貞
次

所
在
地　

〒
三
七
七
―
〇
〇
一
三

　
　
　
　

渋
川
市
辰
巳
町
一
七
一
三

電　

話　

〇
二
七
九
―
二
三
―
〇
六
六
九

設　

立　

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
二
五
日

組
合
員　

二
八
四
人

130人の出席者を得て開催された記念式典
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情報連絡員だより

９月分の報告より
売上好転も収益に厳しさが残る

 県内の主な経済指標 
●鉱工業生産指数（季節調整値） 88.4（前月比1.0％）「県統計課・８月」
●販売電力量 148,801万KW/H（前年同月比98.4％）「東電群馬支店・８月」
●住宅着工戸数 1,459戸（前年同月比92.3％）「県建築住宅課・８月」

●求人倍率（季節調整値） 新規2.31倍：有効1.56倍「群馬労働局・８月」
●大型小売店販売額 225億円（前年同月比99.6％）「経済産業省・８月」
●消費者物価指数 97.3（前年同月比▲0.6）「県統計課・８月」

〈鉱工業生産指数・消費者物価指数は12年＝100とした指数〉

小麦粉は、麺需要が全体に減少するほか、パン向けも減少が続き、全体的に落ち込んで
いる。漬物は、好調が続いたキムチも頭打ちで、全体に需要が伸びず、売上は低調。酒
造は、売上が前年水準を回復。

食 料 品

桐生は、展示会が例年になく好評となるも、売上は前年並み。伊勢崎は、銘仙の受注で
安定基調続く。繊維製品は、秋物生産が本格化するものの、受注単価が低く、売上の伸
びが見られず。レースは、売上の減少続く。

繊維・同製品

生コン出荷量は、受注が低調なため減少が続くが、民需により伸びている地域も見受け
られるなど、地域差が鮮明。コンクリート製品は、公共工事受注で売上増。ブロックは、
台風等の影響もあり、出荷が減少。

窯業・土石製品

総じて受注量は安定しており売上も堅調だが、原材料・原油価格の高騰が続き、先行き
影響を懸念する声が多い。コストダウン要請も続くなか、原料価格上昇分の製品価格へ
の転嫁が難しいため、収益状況は厳しい。

機 械 ・ 金 属

原木市場は、新入荷材の需要が高く、特に柱用スギ丸太は売れ足が早い。秋需要本番で
取引順調なため、相場は大幅に上昇。印刷は、秋需要の期待が膨らんだが、受注伸びず
売上低調。一部機材の値上がりで収益圧迫。

その他の製造業

取引先減少に歯止めがかからず、売上の減少が続く。一部では、原油価格高騰によるコ
スト上昇分を販売価格に転嫁できず、収益状況が厳しい。生鮮野菜は、全体的に入荷は
順調で、安値で推移。水産物は、在庫増。

卸 売 業

家電は、プラズマＴＶ等の値下がり期待で買い控えもあり売上減。石油は、原油価格高
騰に伴う仕入価格上昇分を販売価格に転嫁するも、需要が低調で売上減。商店街は、選
挙等の影響で来街者伸びず、売上は低調。

小 売 業

温泉旅館は、浅間山の噴火等の影響もあった昨年に比べ、連休が続いたこともあり宿泊
客は概ね好調に推移。自動車整備需要は、整備入庫台数が低調。不動産は、利便性や価
格などにより、土地取引で二極化の傾向。

サ ー ビ ス 業

公共工事は、全体に受注量が少なく、売上は減少。電気工事は、受注増も、原油高によ
る材料費の値上がりもあり収益は悪化。塗装工事業は、公共工事受注もあり、売上は増
加。鐵構業は、民間工事が増加。

建 設 業

半期決算の影響で、一時的に車両不足の状況が見受けられたものの、総じて荷動きは低
調に推移。依然として、運賃水準が低迷しているなか、燃料価格も高騰が続いているこ
とから、厳しい経営環境が続いている。

運 輸 業

�サービス業�非製造業�
窯 業 ・
土石製品�製造業

�建設業�卸売業�機械・金属�食料品

�運輸業�小売業�
その他の
製 造 業�

繊維・
同製品

前年同月比

８月 ９月

�
全　体業 界 WEATHER

製造業は、総じて受注・売上の回復傾向が続いており、非製造業も、民間需要・季
節需要が下支えとなり、売上の持ち直し傾向が窺える。しかし、依然収益状況は厳
しく、原油高による先行き懸念の声が強い。

概 況

� �������������������������������������������
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■
組
合
実
務
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

群
馬
県
中
央
会

　

本
会
で
は
、
組
合
役
職
員
の
方
々
を

対
象
に
、
左
記
に
よ
り
組
合
実
務
研
修

会
を
開
催
致
し
ま
す
。

・
日
程
（
テ
ー
マ
）

第
一
回　

十
一
月
十
五
日（
火
）

　
（
総
会
の
円
滑
な
運
営
に
つ
い
て
）

第
二
回　

十
一
月
十
八
日（
金
）

　
（
事
例
で
見
る
組
合
の
諸
問
題
Ⅰ
）

第
三
回　

十
一
月
二
十
九
日（
火
）

　
（
事
例
で
見
る
組
合
の
諸
問
題
Ⅱ
）

　

各
日
と
も
午
後
二
時
〜
四
時

・
会　

場　

群
馬
県
中
小
企
業
会
館

　
　
　
　
　

二
階
第
三
会
議
室

・
説
明
者　

本
会
指
導
員

・
参
加
料　

二
千
円

・
定　

員　

三
十
名

※
詳
細
は
、
本
会
振
興
課
ま
で
。

■
後
継
者
育
成
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

群
馬
県
中
央
会

　

本
会
で
は
、
若
手
経
営
者
等
の
皆
様

を
対
象
に
、
企
業
に
お
け
る
財
務
管
理

及
び
新
会
社
法
に
つ
い
て
の
研
修
会
を

左
記
の
と
お
り
開
催
致
し
ま
す
。

・
日　

程

Ａ
講
座　

前
橋
会
場
（
財
務
管
理
）

　
　

第
一
回　

十
一
月
十
七
日（
木
）

　
　

第
二
回　

十
一
月
二
十
四
日（
木
）

　
　

第
三
回　

十
二
月
一
日（
木
）

Ｂ
講
座　

太
田
会
場
（
財
務
管
理
）

　
　

第
一
回　

十
一
月
二
十
一
日（
月
）

　
　

第
二
回　

十
一
月
二
十
八
日（
月
）

　
　

第
三
回　

十
二
月
五
日（
月
）

Ｃ
講
座　

前
橋
会
場
（
新
会
社
法
）

　
　

第
一
回　

十
二
月
八
日（
木
）

　
　

第
二
回　

十
二
月
十
三
日（
火
）

　
　

第
三
回　

十
二
月
十
五
日（
木
）

　

各
会
場　

午
後
六
時
三
十
分
〜
八
時

・
会　

場　

前
橋
会
場
・
群
馬
県
中
小
企
業
会
館

太
田
会
場
・
太
田
市
民
会
館

・
講　

師　

税
理
士
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー

西
島
岳
史

氏

・
参
加
費　

一
人　

三
千
円

・
定　

員　

各
講
座
と
も
三
十
名

※
詳
細
は
、
本
会
開
発
課
ま
で
。

■
年
末
資
金
融
資
の
ご
案
内

群
馬
県

　

群
馬
県
で
は
、
こ
れ
か
ら
季
節
的
な

資
金
需
要
期
を
迎
え
る
中
小
企
業
者
等

の
金
融
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
中
小
企

業
季
節
資
金（
年
末
資
金
）の
融
資
を
実

施
し
ま
す
。

・
限
度
額　

一
千
万
円

・
利　
　

率　

年
一
・
九
％（
信
用
保

証
付
年
一
・
五
％
）以
内

・
融
資
期
間　

五
ヵ
月
以
内

・
申
込
期
限　

一
月
三
十
一
日（
火
）迄

※
詳
細
は
、
商
政
課
（
�
〇
二
七
―
二

二
六
―
三
三
三
二
）
ま
で
。

■
ぐ
ん
ま
ビ
ジ
ネ
ス
展
示
会
の
ご
案
内

（
財
）群
馬
県
産
業
支
援
機
構

　

群
馬
県
が
推
奨
す
る「
一
社
一
技
術
」

選
定
企
業
な
ど
、
も
の
づ
く
り
産
業
を

支
え
る
活
力
溢
れ
る
県
内
企
業
が
、
独

自
の
最
新
技
術
を
紹
介
し
ま
す
。

・
日　

程　

十
一
月
十
七
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
十
八
日（
金
）

・
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

・
場　

所　

前
橋
市
亀
里
町

　
　
　
　
　

群
馬
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

・
入
場
料　

無
料

※
お
問
い
合
せ
は
、
群
馬
県
産
業
支
援

機
構
企
業
支
援
グ
ル
ー
プ
（
�
〇
二

七
―
二
五
五
―
六
五
〇
一
）
ま
で
。

▼
政
府
系
金
融
機
関
の
統
・
廃
合
問
題
が

風
雲
急
を
告
げ
て
お
り
、
商
工
中
金
の
民

営
化
が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
先

の
全
国
大
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
維
持
と

機
能
強
化
が
決
議
さ
れ
て
お
り
、
政
府
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お

い
て
も
全
国
中
央
会
の
代
表
が
強
硬
な
反

対
意
見
を
述
べ
て
い
ま
す
が
、
事
態
は
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
十
一
月
中
に

諮
問
会
議
が
基
本
方
針
を
ま
と
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
商
工
中
金
の
維

持
・
存
続
は
各
組
合
、各
業
界
に
と
っ
て
非

常
に
重
大
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

▼
富
士
重
工
業
が
ト
ヨ
タ
と
の
提
携
を
発

表
し
た
の
に
続
き
、
三
洋
電
機
の
白
物
家

電
か
ら
の
撤
退
問
題
に
つ
い
て
様
々
な
報

道
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
両
社
と
も
本

県
経
済
を
左
右
す
る
核
的
な
企
業
だ
け
に

今
後
の
動
向
が
気
が
か
り
で
す
。
よ
う
や

く
改
善
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
県
内

中
小
企
業
の
景
況
に
水
を
掛
け
る
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

▼
今
年
も
後
継
者
育
成
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。
企
業
に
お
け
る
財
務
管
理
及
び
新

会
社
法
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
三
回
シ
リ
ー

ズ
で
開
催
す
る
も
の
で
、
若
手
経
営
者
の

方
々
が
受
講
し
や
す
い
よ
う
午
後
六
時
三

十
分
開
講
で
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
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十
一
月
の
金
融
相
談
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
商
工
中
金
前
橋
支
店

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

◆
太
田
商
工
会
議
所

二
日
、
九
日
、
十
六
日
、
三
十
日
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融

資

催

し

研

修

会




